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タイタン上層大気のイオン組成の高度分布モデル
A modeling of Titan’s ionosphere
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　カッシーニに搭載されている Langmuir Probeがイオン分子量のデータを得た.高度 1200-1800 kmで,イオンの分子
量は 20-40amuとなったが, 1200 kmで 60を超えた [Wahlund et al., 2005].しかしながら,具体的なイオン組成の高度分布
や日変化はまだ解明されていない.

　我々は,イオンと電子数密度の高度分布を得るためにイオン組成モデルを構築した.窒素とメタンからなる大気を考
え，大気密度の日変化やイオンの運動を考慮して計算した結果,主要なイオン数密度はHCNH+, C2H5

+であった.本発表
では，モデリングとカッシーニによる観測との比較検討結果を述べる．
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